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は
じ
め
に

宮
内
庁
書
陵
部
に
長
沢
伴
雄
稿
『
年
中
行
事
画え

巻ま
き

略り
や
く

』（
天
保
十
四

年
正
月
成
稿
、
大
本
二
冊
）
と
い
う
写
本
が
あ
る
。
本
書
は
『
年
中
行

事
絵
巻
』
を
白
描
で
部
分
模
写
し
、
巻
頭
に
そ
の
成
立
に
つ
い
て
考
証

し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
著
者
と
さ
れ
て
い
る
長
沢
伴
雄
（
一
八
〇
八
～
一
八
五
九
）

は
本
居
大
平
に
従
い
、
国
学
・
和
歌
を
学
ん
だ
紀
州
藩
士
で
『
類
題
和

歌
鴨
川
集
』
の
編
者
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
有
職
故
実
に
も

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
天
保
期
の
紀

州
藩
は
、
第
十
代
藩
主
徳
川
治
宝
の
学
問
愛
好
を
受
け
て
、
江
戸
に
お

い
て
伴
信
友
や
塙
保
己
一
ら
の
蔵
書
の
書
写
や
、
京
に
お
い
て
絵
巻
模

写
を
行
う
な
ど
学
問
振
興
に
努
め
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
実
働
部
隊

の
一
人
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
長
沢
伴
雄
で
あ
る
。

本
稿
は
そ
の
長
沢
伴
雄
が
関
わ
っ
た
絵
巻
模
写
の
一
端
を
提
示
し
、

国
学
と
絵
巻
模
写
と
の
関
係
や
そ
の
背
景
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
有
職
故
実
研
究
や
大
名
文
事
へ
の
視
点
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
本
書
は
復
古
大
和
絵
師
の
冷
泉
為
恭
と
の
共
作
の
可
能
性
が
あ
る
。

天
保
十
四
年
頃
の
長
沢
伴
雄
の
動
向
や
冷
泉
為
恭
と
の
関
係
を
軸
に
本

書
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

近
年
、
光
格
天
皇
の
研
究
が
進
展
し
、
光
格
天
皇
が
進
め
た
造
営
や

儀
礼
の
復
興
に
お
け
る
絵
巻
・
記
録
図
等
の
在
り
方
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
動
向
を
踏
ま
え
、
近
世
後
期
の
絵
巻
模
写
と

国
学
の
関
わ
り
や
そ
の
目
的
を
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

亀

井

　

森

国
学
者
の
絵
巻
模
写

―
長
沢
伴
雄
稿
『
年
中
行
事
画
巻
略
』
を
中
心
に
―
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一　
『
年
中
行
事
画
巻
略
』

『
年
中
行
事
絵
巻
』
は
平
安
後
期
の
宮
廷
行
事
や
祭
礼
、
法
会
な
ど
を

描
い
た
絵
巻
物
で
、
原
本
は
六
十
巻
と
い
わ
れ
、
後
白
河
院
の
命
で
常

磐
光
長
ら
が
描
い
た
が
、
現
在
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
頃
に
住
吉

如
慶
ら
が
模
写
し
た
十
六
巻
の
ほ
か
、
数
種
の
模
本
が
伝
え
ら
れ
る
の

み
で
あ
る
。
そ
の
『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
模
写
に
関
わ
る
も
の
と
し
て

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
年
中
行
事
画
巻
略
』
が
あ
る
。

本
書
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
大
本
二
巻
二
冊
写
、
長
沢
伴
雄
自
筆
稿
、

長
沢
伴
雄
旧
蔵
本
で
あ
る
。
巻
頭
に
長
沢
伴
雄
に
よ
る
「
年
中
行
事
画

考
」（
天
保
十
四
年
成
稿
）
八
丁
を
附
し
、『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
部
分

模
写
一
二
五
丁
か
ら
な
る

（
注
１
）。

本
書
に
つ
い
て
は
相
馬
万
里
子
「
書
陵
部
蔵
『
年
中
行
事
絵
巻
』
諸

本
に
つ
い
て
」（「
書
陵
部
紀
要
」
第
二
十
七
号
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
一

九
七
五
年
）
に
そ
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
年
中
行
事
画
巻
略
』
は
、
部
分
抜
書
の
集
成
と
で
も
い
う
べ
き
も

の
で
、
現
存
の
「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
う
ち
、
鷹
司
本
の
一
部
分

を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
巻
か
ら
の
抜
写
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。

序
に
「
年
中
行
事
画
考
」
と
題
す
る
長
文
の
考
証
が
附
け
ら
れ
て

い
る
。
筆
者
は
国
学
者
長
沢
伴
雄
で
、「
天
保
十
四
年
正
月
稿
」
と

あ
る
。
こ
の
考
証
で
、
長
沢
伴
雄
は
、『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
成
立

に
つ
き
、『
源
氏
物
語
』
絵
合
の
巻
に
見
え
る
、
延
喜
の
帝
が
詞
書

を
書
か
れ
た
年
中
行
事
絵
巻
を
実
在
の
も
の
と
み
て
お
り
、
こ
れ

に
後
白
河
院
が
画
き
継
が
せ
、
さ
ら
に
順
徳
天
皇
が
、
飛
鳥
井
雅

経
と
光
長
に
こ
れ
ら
を
写
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
と
の
意
見
を
述
べ

て
い
る
。（
四
十
四
頁
）

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
本
書
は
『
年
中
行
事
絵
巻
』
諸
本
か

ら
の
抜
書
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
成
立
に
つ
い
て
も
長
沢
伴
雄
は
自
説

を
述
べ
、『
年
中
行
事
絵
巻
』
は
成
立
時
か
ら
六
十
巻
あ
っ
た
の
か
ど
う

か
疑
問
を
呈
し
、
延
喜
御
本
・
後
白
河
法
皇
本
・
常
盤
（
土
佐
）
光
長

本
の
三
種
が
混
在
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
三
種
は
識
別

で
き
る
と
し
て
「
こ
れ
等
の
事
は
、
本
篇
古
画

通
考
の
画
や
う
の
条
々
に
弁
へ

お
け
る
を
見
て
し
る
べ
き
物
ぞ
」
と
結
ん
で
い
る
。

長
沢
は
藩
命
（
あ
る
い
は
徳
川
治
宝
の
命
）
を
受
け
て
、
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
よ
り
江
戸
、
同
九
年
頃
よ
り
京
都
に
滞
在
し
、『
年
中
行

事
絵
巻
』
を
始
め
『
春
日
権
現
験
記
絵
巻
』『
一
遍
上
人
絵
伝
』『
善
教

房
草
紙
絵
』『
法
然
上
人
絵
伝
』
な
ど
の
模
写
に
関
わ
っ
て
い
る

（
注
２
）。

お
そ

ら
く
彼
は
自
ら
の
鑑
識
眼
に
は
自
信
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
長
沢
が
述
べ
た
成
立
や
系
統
の
混
在
な
ど
に
つ
い
て

相
馬
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
在
で
は
光
長
が
後
白
河
院
時
代
の
原
本
筆
者
で
あ
ろ
う
と
考
証
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二　
冷
泉
為
恭
と
の
共
作

前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
長
沢
伴
雄
は
天
保
か
ら
弘
化
に
か
け
て
江
戸
・

京
都
で
絵
巻
・
貴
重
書
の
模
写
・
古
書
購
入
、
有
職
故
実
修
行
な
ど

様
々
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
『
年
中
行

事
画
巻
略
』
が
製
作
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
書
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
巻
頭
の
考
証
、
お
よ
び
模
写
部
分
も
長
沢
伴
雄
筆
と
考
え
ら

れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
一
歩
踏
み
こ
ん
で
、
本
書
の
考
証
部
分
は
長

沢
伴
雄
に
よ
る
も
の
、
模
写
部
分
は
冷
泉
為
恭
の
手
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
本
節
で
は
そ
の
可
能
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
冷
泉
為
恭
に
つ
い
て
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
生
、
元
治
元

年
（
一
八
六
四
）
没
、
享
年
四
十
二
。
復
古
大
和
絵
師
。
十
代
か
ら
才

能
を
発
揮
し
、
絵
巻
模
写
の
他
、
多
く
の
障
壁
画
や
白
描
画
、
仏
画
を

残
し
て
い
る
。
幕
末
の
動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
非
業
の
死
を
遂
げ
た
絵
師

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
国
学
と
の
関
わ
り
で
語
ら
れ
る
時
、
必
ず

引
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
西
田
直
養
の
「
国
画
復
古
」（『
筱
舎
漫
筆
』

巻
十
）
が
あ
る
。
冷
泉
為
恭
の
才
能
は
早
く
か
ら
国
学
者
た
ち
の
目
に

留
ま
っ
て
お
り
、
小
倉
藩
京
都
留
守
居
役
を
務
め
て
い
た
西
田
直
養
は

当
時
十
七
歳
の
為
恭
に
つ
い
て
「
才
い
み
じ
く
画
尤
工
な
り
」
と
褒
め
、

為
恭
が
「
見
て
腹
に
入
れ
ら
れ
た
る
画
巻
」
九
十
点
ほ
ど
を
列
挙
し
て

さ
れ
て
お
り
、
延
喜
本
な
ど
三
種
の
混
在
と
い
う
考
え
方
は
認
め

難
い
が
、
ど
の
よ
う
な
点
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
行
事
絵
を
識
別
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
『
古
画
通
考
』
と
い
う
書
の
存
在
は

知
ら
れ
ず
、
伴
雄
の
考
証
は
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。（
同
）

こ
の
よ
う
に
本
書
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な
い
が
、
相
馬
氏
が
言
及

し
た
所
在
不
明
の
『
古
画
通
考
』
は
現
在
、
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
長

澤
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

長
澤
文
庫
は
戦
前
の
台
北
帝
国
大
学
（
現
国
立
台
湾
大
学
）
時
代
に

購
入
さ
れ
た
長
沢
伴
雄
の
蔵
書
の
一
部
で
あ
る
。『
古
画
通
考
』（
長
澤

文
庫05680

）
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
渡
航
制
限

に
よ
っ
て
現
地
調
査
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
國
立
臺
灣
大
學

圖
書
館
典
藏
「
長
澤
文
庫
」
解
題
目
録
』（
高
橋
昌
彦
主
編
、
國
立
臺
灣

大
學
圖
書
館
、
二
〇
一
三
年
）
に
よ
れ
ば
次
の
様
で
あ
る
。
半
紙
本
一

巻
一
冊
写
。
五
十
六
丁
（
貼
紙
八
紙
）。
長
沢
伴
雄
自
筆
。「
古
画
に
つ

い
て
諸
本
を
引
用
し
て
考
証
を
施
し
た
も
の
」
と
簡
単
な
解
題
が
付
さ

れ
て
い
る
。
部
分
的
に
得
ら
れ
た
本
書
の
複
写
か
ら
推
測
す
る
に
、
長

沢
が
実
見
し
た
絵
巻
や
今
後
の
研
究
テ
ー
マ
の
心
覚
え
が
記
さ
れ
て
お

り
、『
年
中
行
事
絵
巻
』
模
写
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

後
考
を
俟
ち
た
い
。
な
お
、
同
文
庫
に
は
『
年
中
行
事
』（
長
澤
文
庫

05742

）、『
福
富
草
紙
詞
書
』（
同05813

）
な
ど
絵
巻
関
連
と
お
ぼ
し
き

書
籍
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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い
る
。

長
沢
伴
雄
と
為
恭
と
は
、
西
田
直
養
が
為
恭
と
面
会
し
た
そ
の
翌
年

（
天
保
十
一
年
）
に
対
面
し
た
記
録
が
長
沢
伴
雄
の
日
記
に
残
っ
て
お

り（
注
３
）、

以
後
、
長
沢
は
為
恭
に
『
善
教
房
草
紙
絵
』『
春
日
権
現
験
記
絵

巻
』
な
ど
を
模
写
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
長
沢
伴
雄
に
よ
る
本
書
の
考
証
部
分
（「
年
中

行
事
画
考
」）
は
天
保
十
四
年
正
月
に
成
っ
た
が
、
こ
の
頃
、
冷
泉
為
恭

も
江
戸
木
挽
町
狩
野
家
の
狩
野
晴
川
院
養
信
か
ら
の
依
頼
を
受
け
『
年

中
行
事
図
巻
』
を
製
作
し
献
上
し
て
い
る
（
天
保
十
四
年
二
月
五
日
冷

泉
為
恭
奥
書
。
細
見
美
術
館
蔵
）。
つ
ま
り
同
年
一
月
二
月
は
長
沢
伴

雄
、
冷
泉
為
恭
と
も
に
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。さ

て
改
め
て
本
書
の
部
分
模
写
を
み
て
い
き
た
い
。
論
文
末
に
掲
載

し
た
図
１
は
本
書
模
写
部
分
の
冒
頭
「
朝
覲
行
幸
」
で
、
白
描
（
一
部

着
色
）
に
細
字
で
配
色
な
ど
の
注
記
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
長
沢
伴

雄
が
素
人
な
が
ら
も
丁
寧
に
模
写
し
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
だ
が
、
図
２
「
内
宴
」
模
写
部
分
（
二
十
九
丁
裏
）
に
次
の
様

な
注
記
が
あ
る
。

ヒ
ト
ヘ
白
文
ス
ミ
ノ
色
目
付
ハ
、
白
ニ
白
デ
イ
ノ
文
ノ
カ
ハ
リ
タ

ル
ニ
ヤ
ア
ラ
ン
哉
。
恭
愚
案

こ
の
書
き
入
れ
の
意
味
は
分
か
り
に
く
い
が
次
の
様
な
も
の
に
な
る

で
あ
ろ
う
か
。「（
こ
の
部
分
は
こ
れ
を
模
写
し
た
原
本
で
は
）
単
衣
白

綾
に
墨
色
を
付
け
て
い
る
が
、（
正
し
く
は
、
あ
る
い
は
元
は
）
白
地
に

白
泥
（
を
も
り
あ
げ
て
書
い
て
い
た
）
文
様
だ
っ
た
も
の
か
ら
変
わ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
注
記
を
施

し
た
人
物
が
、
自
分
の
知
識
や
経
験
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
部
分
は
単

衣
で
白
綾
に
墨
の
配
色
は
用
い
な
い
、
本
来
の
配
色
か
ら
変
わ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
注
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
沢
伴
雄
が
自
ら
の
知
識
を
生

か
し
て
模
写
原
本
の
誤
り
に
気
づ
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
末
尾
「
恭

愚
案
」
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

近
世
後
期
の
国
学
者
は
知
識
や
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
論
文
・

資
料
の
質
や
研
究
分
野
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

る（
注
４
）。

そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
考
証
を
開
示
し
批

評
を
乞
う
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
は
見
せ
ら
れ
た
も
の
に
付
箋
や
押
紙
、

あ
る
い
は
直
接
に
批
評
や
異
見
を
書
き
込
ん
で
返
却
す
る
。
そ
の
際
、

批
評
を
書
き
込
ん
だ
者
が
自
分
の
名
前
を
記
し
て
末
尾
用
い
る
形
が
「
愚

案
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
書
に
は
長
沢
以
外
に
も
う
一
人
関
わ
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
長
沢
の
書
き
入
れ
の
可
能
性
も
捨
て
き

れ
な
い
が
、
そ
の
場
合
も
他
者
へ
の
提
示
や
提
出
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
触
れ
る
。

長
沢
以
外
の
別
人
が
関
与
し
て
い
る
場
合
、
愚
案
の
前
の
「
恭
」
を

ど
の
よ
う
に
読
む
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。「
う
や
う
や
し
く
愚
案
」
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と
読
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、「
恭
」「
愚
」
を
重
ね
る
の
は
す
こ
し

謙
辞
が
過
ぎ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
批
評
・
異
見
の
書
き
方
と
し
て

こ
こ
に
は
人
名
が
入
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、「
恭
」
は
人
名
（
あ
る

い
は
そ
の
一
部
）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
長
沢
周
辺
の
人
物
で

「
恭
」
の
字
を
持
つ
人
物
は
冷
泉
為
恭
で
あ
る
。

た
だ
「
為
恭
愚
案
」
と
書
か
れ
て
い
な
い
以
上
、
こ
こ
か
ら
は
推
測

を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
為
恭
の
「
為
」
字
は
生
家
の
父
ま

た
冷
泉
家
の
通
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
略
す
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
本
書
考
証
部
分
成
立
時
の
天
保
十
四
年
一
月
と
同
時
期
に
為
恭
も

『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
有
職
故
実
に
精
通
し
、
そ

の
知
識
や
経
験
か
ら
模
写
原
本
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
あ
な
が
ち
無
謀
な
企
み
と
も
言
え
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
本
稿
で
は
、
本
書
の
書
き
入
れ
は
為
恭
筆
、
あ
る
い
は
模
写

部
分
も
為
恭
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
考
証
部
分
は
長
沢
が
担
当
し
た
共

作
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
次
節
で
は
模
写
部
分
に
つ

い
て
い
く
つ
か
例
を
示
し
、
識
者
の
批
正
を
乞
い
た
い
と
思
う
。

三　
冷
泉
為
恭
筆
『
年
中
行
事
絵
巻
模
本
』

京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
に
冷
泉
為
恭
筆
『
年
中
行
事
絵
巻
模
本
』

（
同
館
管
理
。
巻
子
装
一
巻
、
紙
本
淡
彩
。
谷
口
香
嶠
旧
蔵
。
日Y

-1259

）

が
あ
る
（
図
３
）。『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
内
、「
蹴
鞠
」
部
分
の
み
の
模

本
だ
が
、『
年
中
行
事
画
巻
略
』
の
該
当
部
分
と
対
照
さ
せ
て
み
る
。

図
４
は
上
図
が
長
沢
伴
雄
『
年
中
行
事
画
巻
略
』、
下
図
が
京
都
文
化

博
物
館
本
で
あ
る
。
上
図
の
書
き
入
れ
「
童
ノ
左
ノ
手
ノ
所
本
ノ
マ
ヽ
」

は
童
子
の
左
手
の
部
分
は
（
不
自
然
だ
け
れ
ど
も
）
原
本
の
ま
ま
と
い

う
注
記
だ
が
、
下
図
の
為
恭
筆
も
同
じ
よ
う
に
不
自
然
な
ま
ま
で
あ
る
。

図
５
も
同
様
で
あ
る
が
、
蹴
鞠
に
興
じ
る
人
物
で
あ
る
。
か
な
り
相

似
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
図
６
は
す
こ
し

顔
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
『
年
中
行
事
画
巻
略
』
の
書
き
入
れ
と
冷
泉
為
恭
の
落
款
を
比

較
し
て
み
た
い
。
図
７
と
し
て
掲
げ
た
の
は
以
下
の
落
款
で
あ
る
。（
ａ
）

は
図
２
で
掲
げ
た
二
十
九
丁
裏
の
書
き
入
れ
の
う
ち
「
恭
」
字
を
拡
大

し
た
も
の
で
あ
る
。（
ｂ
）
は
図
４
か
ら
図
６
で
比
較
し
た
京
都
文
化
博

物
館
本
の
落
款
で
あ
る
。（
ｃ
）
は
比
較
的
近
い
時
期
の
冷
泉
為
恭
の
落

款
と
し
て
天
保
十
二
年
に
模
写
さ
れ
た
『
善
教
房
絵
詞
模
本

（
注
５
）』（

大
和
文

華
館
蔵
）
の
も
の
を
並
べ
て
い
る
。

（
ａ
）
長
沢
伴
雄
『
年
中
行
事
画
巻
略
』「
内
宴
」
書
き
入
れ

（
ｂ
）
冷
泉
為
恭
筆
『
年
中
行
事
絵
巻
模
本
』（
京
都
文
化
博
物
館
）

（
ｃ
）�
冷
泉
為
恭
筆
『
善
教
房
絵
詞
模
本
』（
大
和
文
華
館
）

一
見
し
て
（
ａ
）
と
（
ｃ
）
は
右
払
い
が
似
て
い
る
が
（
ｂ
）
は
字
形
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が
似
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
書
き
入
れ
と
落
款
を
単
純
に
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
是
非
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
だ

ろ
う
。

以
上
、『
年
中
行
事
画
巻
略
』
の
模
写
部
分
に
お
け
る
冷
泉
為
恭
筆
の

可
能
性
を
探
っ
て
き
た
。
模
写
部
分
に
は
近
い
も
の
、
同
筆
と
と
ら
え

て
よ
い
部
分
も
あ
る
か
と
思
う
。
た
だ
書
き
入
れ
と
落
款
の
類
似
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
首
肯
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
改
め
て
長

沢
伴
雄
と
冷
泉
為
恭
と
の
こ
の
時
期
の
交
流
を
振
り
返
る
と
次
の
様
で

あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
天
保
十
一
年
七
月
に
長
沢
伴
雄
は
初
め
て
為
恭
と

面
会
し
た
。
翌
十
二
年
三
月
に
は
長
沢
伴
雄
は
為
恭
に
『
善
教
房
草
紙

絵
』
模
写
さ
せ

（
注
６
）、

十
四
年
五
月
に
は
鷹
司
家
蔵
『
春
日
権
現
験
記
絵
巻
』

の
模
写
が
始
ま
り
、
原
在
明
・
浮
田
一
蕙
ら
と
と
も
に
冷
泉
為
恭
に
も

絵
師
と
し
て
声
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
冷
泉
為
恭
が
同
年
六
月

よ
り
模
写
を
開
始
し
た
知
恩
院
蔵
『
法
然
上
人
絵
伝
』
に
長
沢
伴
雄
も

関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

（
注
７
）。

本
稿
で
は
本
書
の
模
写
部
分
は
冷
泉
為
恭
筆
の
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
に
留
め
て
お
く
が
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
長

沢
伴
雄
と
冷
泉
為
恭
と
の
関
係
性
の
中
で
、
天
保
十
四
年
正
月
の
本
書

模
写
部
分
の
制
作
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
次
節
で
は
本
書
の
持
つ
意
味
を
考
え
て
い
き
た
い
。
国
学
と
絵

巻
を
繋
ぐ
有
職
故
実
研
究
、
ひ
い
て
は
そ
れ
を
牽
引
す
る
大
名
の
文
事

と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
、
近
世
後
期
の
学
芸
の
あ
り
よ
う
を
考
え
て
み

た
い
と
思
う
。

四　
大
名
文
事
と
し
て
の
絵
巻
模
写

国
学
者
が
復
古
大
和
絵
師
と
交
流
を
図
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意

図
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
一
つ
は
物
語
解
釈
へ
の
還
元
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

例
え
ば
国
学
者
萩
原
広
道
が
著
し
た
『
源
氏
物
語
評
釈
余
釈
』（
文
久
元

年
刊
）
と
い
う
源
氏
物
語
注
釈
書
が
あ
る
。
彼
は
長
沢
伴
雄
が
手
が
け

た
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
の
編
纂
を
補
助
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る

（
注
８
）が

、

そ
の
一
之
巻
「
空
蝉
巻
余
釈
」
に
中
河
家
の
見
取
り
図
を
掲
げ
て
い
る

（
図
８
）。

萩
原
広
道
は
帚
木
巻
空
蝉
巻
に
登
場
す
る
中
河
の
邸
に
つ
い
て
、
そ

の
間
取
り
や
人
の
移
動
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
長
沢
伴
雄

へ
相
談
し
た
。
長
沢
は
図
を
作
製
し
て
萩
原
広
道
へ
送
り
、
広
道
は
そ

の
図
を
そ
の
ま
ま
版
に
し
た
と
い
う
。
朱
墨
二
色
刷
。
帚
木
巻
は
朱
、

空
蝉
巻
は
墨
で
示
し
、
広
道
は
図
を
示
し
た
意
図
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

此
段
の
事
（
人
物
配
置
・
邸
の
間
取
り
が
不
明
瞭
な
こ
と
）
を
長

沢
氏
の
も
と
へ
か
た
ら
ひ
や
り
て
あ
げ
つ
ら
ひ
し
に
、
図カ

タ

を
作
り
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て
お
こ
せ
ら
れ
ぬ
。
か
く
て
は
心
得
や
す
げ
な
れ
ば
右
に
其
図
を

さ
な
が
ら
挙
て
初
学
の
人
に
示
す
。
帚
木
巻
の
さ
ま
を
も
つ
い
で

に
記
し
た
れ
ば
合
せ
見
て
大
か
た
を
さ
と
る
べ
し
。（
四
十
一
丁

裏
、
丸
括
弧
内
は
亀
井
注
）

初
学
向
け
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
萩
原
広
道
も
分
か
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
源
氏
物
語
解
釈
の
難
所
で
あ
る
と
い
っ
て
も

よ
い
だ
ろ
う

（
注
９
）。

こ
の
こ
と
が
絵
巻
模
写
の
直
接
の
成
果
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、

長
沢
は
絵
巻
を
模
写
・
研
究
す
る
こ
と
は
物
語
解
釈
に
生
か
せ
る
と
考

え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
年
中
行
事
画
巻
略
』
を
ま
と
め
た

天
保
十
四
年
頃
、
古
書
画
を
模
写
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
長
沢
伴

雄
は
日
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

古
書
古
画
古
器
物
の
類
、
何
も
み
な
珍
し
か
る
物
と
も
摸
し
て
後

世
に
伝
へ
お
く
べ
し
。
就
中
古
書
画
は
そ
の
か
み
の
事
を
し
る
に

い
と
便
利
よ
ろ
し
き
物
な
れ
は
別
て
あ
ま
た
に
摸
し
お
く
べ
し
。

（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
絡
石
の
落
葉　

天
保
十
四
年
四
月
』、
四
月
十

二
日
条
）

長
沢
伴
雄
は
有
職
故
実
を
熱
心
に
学
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

江
戸
で
は
武
家
故
実
を
学
ぶ
た
め
に
伊
勢
家
に
入
門
し
、
京
都
で
は
有

職
家
の
高
倉
家
に
入
門
し
て
衣
文
伝
受
を
受
け
て
い
る
。
同
年
五
月
十

日
の
日
記
で
は
知
恩
院
蔵
の
『
法
然
上
人
絵
伝
』
の
模
写
を
画
策
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
後
、
有
職
故
実
研
究
の
意
義
を
語
っ
て
い
る
。

い
つ
も
〳
〵
人
に
い
ふ
や
う
す
べ
て
の
事
、
そ
の
根
源
を
し
ら
ず

し
て
そ
の
末
の
し
ら
る
べ
き
や
う
や
は
あ
る
。
有
職
の
学
と
い
ふ

は
宮ミ

ヤ
ビ風

の
故
事
な
り
。
そ
の
宮
風
と
は
朝
廷
の
儀
典
を
申
す
。
そ

の
朝
廷
と
は
則
、
神
の
御
末
裔
な
れ
ば
、
ま
づ
そ
の
神
代
の
故フ

ル
ゴ
ト事

の
実
の
根
源
を
し
り
て
、
然
し
て
□

（
虫
損
）ざ

ま
に
推
降
し
て
今
の
現
世

の
御
手
風
に
ま
で
心
を
こ
め
て
古
今
相
照
し
て
事
実
研
究
す
る
に

あ
ら
で
は
ま
こ
と
の
職
学
と
は
い
ひ
が
た
し
と
口
究
め
て
は
い
へ

れ
ど
、
お
の
れ
は
そ
の
十
が
一
も
い
ま
だ
学
得
ざ
る
を
は
か
な
み

お
も
ふ
か
ら
に
人
に
も
然
い
ひ
て
す
ゝ
む
る
な
り
。

（
台
湾
大
学
図
書
館
長
澤
文
庫
蔵
『
絡
石
の
落
葉
』06075

、
天
保

十
四
年
五
月
十
日
条
）

こ
の
よ
う
に
国
学
者
が
有
職
故
実
を
学
ぶ
こ
と
は
、
国
学
が
本
来
持
ち

あ
わ
せ
て
い
た
、
根
源
を
探
ろ
う
と
す
る
理
念
と
通
底
す
る
だ
ろ
う
が
、

実
際
に
は
先
述
し
た
よ
う
な
物
語
解
釈
や
絵
巻
模
写
に
援
用
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
復
古
大
和
絵
師
と
し
て
も
国
学
者
と
の
交
流
は
益
が
少
な
か
ら

ず
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
寛
政
の
御
所
造
営
以
後
、

主
導
し
た
光
格
天
皇
が
儀
礼
の
復
興
を
目
指
し
、
古
画
や
古
い
絵
巻
を

典
拠
と
し
た
調
度
・
服
色
の
再
現
を
求
め
た
こ
と
な
ど
が
、
近
年
、
美

術
史
・
歴
史
・
文
学
各
方
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
絵
師
た
ち
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が
古
画
を
研
究
し
、
さ
ら
に
有
職
家
や
国
学
者
た
ち
か
ら
も
知
識
得
た

こ
と
で
京
都
の
画
壇
で
は
絵
巻
模
写
や
古
典
の
解
釈
が
進
ん
だ
と
さ
れ

て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
長
沢
伴
雄
と
い
う
紀
州
藩
士
の
文
事
に
着
目
し
て

き
た
が
、
数
十
巻
に
も
及
ぶ
絵
巻
の
模
写
は
一
介
の
藩
士
が
成
し
得
る

も
の
で
は
な
い
。
資
金
的
な
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
、
門
外
不
出
と

し
て
い
た
鷹
司
家
所
持
『
春
日
権
現
験
記
絵
巻
』
な
ど
の
借
り
出
し
に

は
政
治
的
な
交
渉
が
必
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
近
世

後
期
の
絵
巻
模
写
に
は
個
人
レ
ベ
ル
の
文
事
と
は
別
の
側
面
が
垣
間
見

え
る
。
そ
れ
は
大
名
文
事
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。

近
世
後
期
の
紀
州
藩
の
文
事
は
藩
主
徳
川
治
宝
（
第
十
代
藩
主
。
一

七
七
一
～
一
八
五
三
）
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
治
宝
は
本
居
宣
長
・

大
平
を
保
護
し
て
学
問
を
振
興
し
、
熊
野
三
山
貸
付
け
な
ど
の
豊
富
な

資
金
源
を
基
に
隠
居
後
も
力
を
持
ち
続
け
た
人
物
で
あ
る
。
長
沢
伴
雄

の
文
事
は
、
江
戸
滞
在
中
に
行
わ
れ
た
伴
信
友
所
蔵
の
貴
重
書
の
模
本

作
成
や
書
物
収
集
、
京
都
で
の
有
職
故
実
修
行
な
ど
治
宝
の
意
向
を
受

け
た
も
の
が
多
く
、
こ
の
長
沢
の
絵
巻
模
写
も
治
宝
の
命
に
よ
る
文
事

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、『
年
中
行
事
画
巻
略
』
が

長
沢
伴
雄
と
冷
泉
為
恭
の
共
作
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
書
は
以
下
に
述
べ

る
「
チ
ー
ム
紀
州
藩
」
を
象
徴
す
る
作
品
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

治
宝
時
代
の
紀
州
藩
で
は
、
絵
巻
模
写
・
書
画
購
入
に
お
い
て
長
沢

ら
国
学
者
の
ほ
か
に
紀
州
藩
お
抱
え
鑑
定
士
・
絵
師
が
存
在
す
る
。
治

宝
は
長
沢
伴
雄
や
同
じ
く
紀
州
藩
士
加
納
諸
平
に
古
書
の
購
入
・
絵
巻

模
写
な
ど
を
命
じ
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
古
筆
鑑
定
の
大
倉
好
斎

や
絵
師
の
岩
瀬
（
菱
川
）
広
隆
を
据
え
、
時
に
外
部
の
有
職
家
・
絵
師

を
呼
ん
で
い
る
。
冷
泉
為
恭
も
外
部
の
絵
師
と
し
て
、
い
わ
ば
「
チ
ー

ム
紀
州
藩
」
な
る
書
画
班
に
加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
南
紀
徳

川
史
』
や
長
沢
伴
雄
の
日
記
な
ど
か
ら
こ
の
書
画
班
の
構
成
を
推
測
し

て
み
る
。

ま
ず
ス
ポ
ン
サ
ー
は
徳
川
治
宝
、
差
配
役
は
仁
井
田
好
古
（
藩
儒
、

『
紀
伊
続
風
土
記
』
編
纂
総
裁
）
で
実
働
部
隊
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

長
沢
伴
雄
（
有
職
・
国
学
、
絵
巻
模
写
・
有
職
の
知
識
を
治
宝
へ
還

元
）加

納
諸
平
（
国
学
、『
紀
伊
続
風
土
記
』『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
編
纂

に
十
年
以
上
携
わ
る
）

岩
瀬
広
隆
（
紀
州
藩
お
抱
え
絵
師
、
小
野
広
隆
）

大
倉
好
斎
（
信
古
。
古
筆
鑑
定
家
、
天
保
元
年
に
紀
伊
国
主
に
奉
仕
）

〈
外
部
委
託
〉

菊
池
容
斎
・
内
藤
渓
次
郎
・
冷
泉
為
恭
・
浮
田
一
蕙
・
貫
名
海
屋（

（注

（
注

こ
の
よ
う
に
近
世
後
期
の
絵
巻
模
写
の
一
つ
の
形
は
、
国
学
者
・
絵

師
そ
れ
ぞ
れ
の
単
独
の
活
動
に
加
え
、
藩
主
（
あ
る
い
は
藩
）
の
指
示

を
受
け
た
長
沢
伴
雄
の
よ
う
な
制
作
統
括
の
国
学
者
を
中
心
に
チ
ー
ム
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（
国
学
者
・
絵
師
・
古
筆
鑑
定
家
）
を
組
み
、
彼
の
指
示
の
も
と
で
模
写

や
書
籍
購
入
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
の

果
実
と
し
て
こ
の
『
年
中
行
事
画
巻
略
』
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
な
ぜ
御
三
家
の
治
宝
が
絵
巻
模
写
を
指
示
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
本
稿
で
は
見
立
て
を
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
学
問
愛

好
と
し
て
の
「
好
古
」
や
時
代
思
潮
で
あ
る
「
復
古
」
と
い
う
意
識
が

横
た
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

一
例
で
は
あ
る
が
、『
春
日
権
現
験
記
絵
巻
』
の
模
写
が
挙
げ
ら
れ

る
。
模
写
し
た
大
名
は
田
安
宗
武
・
松
平
定
信
・
徳
川
治
宝
の
三
者
で

あ
る
。
彼
ら
は
血
縁
・
姻
戚
で
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
は
鷹
司
家

が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
、
ま
ず
徳
川
吉
宗
の
次
男
で
あ
る
田
安
宗
武

が
模
写
を
指
示
し
た
も
の
の
中
途
で
断
念
し
た
。
田
安
宗
武
は
賀
茂
真

淵
を
庇
護
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
自
ら
も
歌
集
や
国
学
に
つ
い
て
の
著

作
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
松
平
定
信
が
父
宗
武
の
遺
志
を
継
ぎ
、

二
十
巻
の
模
写
を
完
成
さ
せ
た
（
桑
名
本
）。
さ
ら
に
宗
武
の
息
女
を
正

室
と
し
た
の
が
徳
川
治
宝
で
あ
る
。
彼
は
定
信
に
強
い
あ
こ
が
れ
を
抱

き
、
自
ら
も
ま
た
、
長
沢
伴
雄
に
模
写
を
命
じ
て
模
本
を
作
成
し
て
い

る
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）。
い
わ
ゆ
る
田
安
家
の
系
譜
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
三
者
は
雅
楽
や
古
楽
、
舞
楽
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
治
宝
に
至
っ
て
は
舞
楽
の
た
め
の
服
飾
へ
も
関

心
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
私
は
こ
れ
ら
を
単
な
る
大
名
趣
味
と
し
て
の
「
好
古
趣
味
」

に
留
め
て
し
ま
う
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
た

し
か
に
絵
巻
模
写
や
雅
楽
復
興
は
好
古
趣
味
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
新
し
く
再
現
・
復
元
す
る
と
い
う
「
行
為
」
は
単
な
る
古
物
愛

好
や
好
古
趣
味
と
も
す
こ
し
異
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に

近
世
中
後
期
の
思
潮
の
一
つ
で
あ
る
「
復
古
」
と
い
う
枠
を
当
て
は
め

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

近
年
の
藤
田
覚
氏
や
盛
田
帝
子
氏
の
諸
論
考
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

光
格
天
皇
の
行
っ
た
朝
儀
、
神
事
の
再
興
・
復
古
は
朝
廷
の
権
威
・
権

力
を
回
復
し
た（

（注

（
注

。『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
模
写
は
江
戸
時
代
初
期
の
後
水

尾
院
の
時
代
に
も
行
わ
れ
て
い
た
。
後
水
尾
院
は
王
朝
文
化
復
興
の
一

環
と
し
て
、
住
吉
如
慶
に
『
年
中
行
事
絵
巻
』
を
模
写
さ
せ
て
い
る（

（注

（
注

。

い
に
し
え
の
朝
儀
の
あ
り
よ
う
を
伝
え
る
『
年
中
行
事
絵
巻
』
を
模
写

す
る
と
い
う
行
為
は
朝
儀
復
興
を
志
向
す
る
象
徴
的
な
行
為
と
い
え
る
。

そ
れ
を
治
宝
が
長
沢
に
指
示
し
た
と
い
う
こ
と
は
光
格
天
皇
と
同
世
代

の
治
宝
に
も
復
古
主
義
的
な
方
向
性
が
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

絵
巻
模
写
の
共
作
か
否
か
に
端
を
発
し
た
本
稿
で
あ
る
が
、
絵
巻
模

写
も
徳
川
治
宝
の
文
事
と
い
う
風
呂
敷
の
な
か
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
そ

し
て
治
宝
の
文
事
も
復
古
の
流
れ
の
中
に
た
ゆ
た
う
一
艘
の
草
船
に
す
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ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
方
向
が
自
分
た
ち
の
存
在
を
脅
か

す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
よ
も
や
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

近
世
後
期
の
絵
巻
模
写
は
絵
師
・
国
学
者
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識

（
画
業
修
行
・
有
職
故
実
）
で
分
析
が
進
ん
で
い
る
。
本
稿
は
国
学
者
と

絵
師
と
の
共
作
の
可
能
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
背
後
に
よ
こ
た
わ
る

大
名
文
事
と
い
う
視
点
を
加
え
る
こ
と
で
、
近
世
後
期
の
絵
巻
模
写
の

意
味
を
捉
え
直
そ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
絵
巻
模
写
は
こ
れ
ま
で

絵
師
・
国
学
者
個
人
の
活
動
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

今
後
は
大
名
の
文
事
の
要
素
を
加
え
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
す
で
に
田
安
文
化
圏
と
い
う
枠
組
み
が
あ
る（

（注

（
注

。
こ
の
文
化
圏

は
和
歌
を
軸
と
し
た
同
時
代
の
横
の
つ
な
が
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
絵

巻
模
写
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
世
代
を
越
え
た
「
復
古
」
の
つ
な
が
り

を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
「
拡
大
版
」
田
安
文
化
圏

の
よ
う
な
枠
組
み
か
ら
近
世
後
期
の
文
芸
や
学
芸
を
捉
え
て
い
く
こ
と

も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

図
版

図
１　

�

長
沢
伴
雄
稿
『
年
中
行
事
画
巻
略
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、1

6
2-

1
9
5

）「
朝
覲
行
幸
」
部
分
模
写

図
２　
同
二
十
九
丁
裏
「
内
宴
」
書
き
入
れ
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図
３　

�

冷
泉
為
恭
筆『
年
中
行
事
絵
巻
模
本
』（
京
都
文
化
博
物
館
管
理
、日

Y
-1259

）「
蹴
鞠
」
部
分

図
４　
冷
泉
為
恭
筆
と
の
検
討　
そ
の
１

上
図　

長
沢
伴
雄
『
年
中
行
事
画
巻
略
』「
蹴
鞠
」（
宮
内
庁
書
陵
部
）

下
図　

冷
泉
為
恭
筆
『
年
中
行
事
絵
巻
模
本
』（
京
都
文
化
博
物
館
）

図
５　
冷
泉
為
恭
筆
と
の
検
討　
そ
の
２

上
図　

長
沢
伴
雄
『
年
中
行
事
画
巻
略
』「
蹴
鞠
」（
宮
内
庁
書
陵
部
）

下
図　

冷
泉
為
恭
筆
『
年
中
行
事
絵
巻
模
本
』（
京
都
文
化
博
物
館
）
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図
６　
冷
泉
為
恭
筆
と
の
検
討　
そ
の
３

上
図　

長
沢
伴
雄
『
年
中
行
事
画
巻
略
』「
蹴
鞠
」（
宮
内
庁
書
陵
部
）

下
図　

冷
泉
為
恭
筆
『
年
中
行
事
絵
巻
模
本
』（
京
都
文
化
博
物
館
）

図
７　
冷
泉
為
恭
落
款

（
ａ
）
長
沢
伴
雄
『
年
中
行
事
画
巻
略
』「
内
宴
」
書
き
入
れ

（
ｂ
）
冷
泉
為
恭
筆
『
年
中
行
事
絵
巻
模
本
』（
京
都
文
化
博
物
館
）

（
ｃ
）
冷
泉
為
恭
筆
『
善
教
房
絵
詞
模
本
』（
大
和
文
華
館
蔵
、
天
保
十
二
年
）

（
ａ
）

（
ｂ
）

（
ｃ
）

図
８　

�

萩
原
広
道
『
源
氏
物
語
評
釈
余
釈
』（
文
久
元
年
刊
）
一
之
巻
「
空

蝉
巻
余
釈
」「
中
河
の
家
の
図
」（
四
〇
丁
ウ
～
四
一
オ
）

「
哉
。
恭
愚
」「

為
恭
謹
書
」

「
為
恭
時
年
十
九
」
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注

注
１	
『
年
中
行
事
画
巻
略
』
の
書
誌
を
以
下
に
挙
げ
る
。

	
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
大
本
二
巻
二
冊
写
。
長
沢
伴
雄
自
筆
稿
、
長
沢
伴
雄

旧
蔵
本
。
請
求
番
号162- 195

	

表
紙
：
二
七
・
〇
糎
×
一
八
・
九
糎
、
薄
茶
色
横
刷
毛
目
模
様

	

題
簽
：
左
肩
無
枠
題
簽
に
墨
書
「
年
中
行
事
画
巻
略　

上
（
下
）」

	

扉
：
左
肩
に
墨
書
「
年
中
行（

マ
マ
）司

画
巻
考
」

	

構
成
：
上
巻
：
扉
一
丁
、
遊
紙
一
丁
、
長
沢
伴
雄
「
年
中
行
事
画
考
」（
天

保
十
四
年
正
月
稿
）
八
丁
、
本
文
（
模
写
部
分
）
五
十
三
丁
、
下
巻
：
遊

紙
一
丁
、
本
文
七
十
二
丁
、
計
一
三
六
丁
。

	

小
口
題
：「
年

（
マ
マ
）行

事
画
略
」

	

彩
色
：
紙
本
着
色
・
白
描
に
部
分
淡
彩

	

蔵
書
印
：「
紀
伊
国
学
問
所
」（
朱
陽
方
六
・
〇
糎
×
六
・
〇
糎
）、「
可
自

珍
」（
朱
陽
三
・
九
糎
×
二
・
二
糎
、
長
沢
伴
雄
蔵
書
印
の
一
つ
）

注
２	

長
沢
伴
雄
は
天
保
六
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
江
戸
滞
在
し
、
伴
信
友
・
塙

保
己
一
な
ど
の
蔵
書
を
書
写
す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
（
拙
稿
「
伴
信

友
と
長
沢
伴
雄
の
邂
逅
―
紀
州
藩
蔵
書
形
成
の
一
側
面
―
」、「
も
う

一
つ
の
古
典
知　

前
近
代
日
本
の
知
の
可
能
性
」、
ア
ジ
ア
遊
学
一
五
五
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。
江
戸
滞
在
中
に
は
武
家
故
実
の
伊
勢
家
へ

入
門
し
、
ま
た
天
保
九
年
よ
り
京
で
衣
文
方
の
高
倉
家
・
竹
屋
家
に
入
門

し
、
有
職
故
実
を
学
ん
で
い
る
（
拙
稿
「
絵
巻
は
な
ぜ
模
写
さ
れ
た
の
か

―
国
学
者
長
沢
伴
雄
の
『
春
日
権
現
験
記
』
模
写
一
件
―
」、「
文
献

探
究
」
第
四
十
六
号
、
文
献
探
究
の
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

注
３	

上
野
山
寅
雄
蔵
『
都
の
日
記
』（
土
居
次
義
「
長
澤
伴
雄
の
「
都
の
日
記
」

に
見
ゆ
る
為
恭
資
料
」（「
美
術
史
学
」、
昭
和
十
八
年
四
月
号
、
東
京
美

術
研
究
所
、
二
二
六
～
二
二
八
頁
）
七
月
二
日
条
「
冷
泉
三
郎
と
い
ふ
男

と
ひ
来
る
、
五
歳
よ
り
画
を
よ
く
か
き
て
、
古
画
類
あ
ま
た
う
つ
し
た
り

と
か
た
る
、
当
時
十
八
歳
也
、
い
と
お
も
し
ろ
き
志
あ
る
男
也
」
と
あ
る
。

当
時
、
為
恭
十
八
歳
、
長
沢
伴
雄
三
十
三
歳
で
あ
る
。
以
後
、
祭
見
物
な

ど
に
同
道
す
る
様
子
が
同
日
記
に
散
見
す
る
。

注
４	

拙
稿
「
伴
信
友
『
史
籍
年
表
』
刊
行
前
夜
―
近
世
後
期
年
表
編
纂
の
一

齣
―
」（「
鈴
屋
学
会
報
」
第
三
十
六
号
、
鈴
屋
学
会
編
、
二
〇
一
九
年
）

注
５	

『
特
別
展　

復
古
大
和
絵
師　

為
恭
―
幕
末
王
朝
恋
慕
―
』（
大
和
文

華
館
編
、
平
成
十
七
年
十
一
月
発
行
）
一
七
四
頁
「
落
款
・
印
章
」
掲
載

の
『
善
教
房
絵
詞
模
本
』
の
落
款
に
よ
る
。『
善
教
房
絵
詞
模
本
』
は
天

保
十
二
年
三
月
四
日
、
長
沢
伴
雄
が
徳
川
治
宝
の
命
を
受
け
て
冷
泉
為
恭

に
『
善
教
房
草
紙
絵
』
を
写
さ
せ
た
と
い
う
（
逸
木
盛
照
『
冷
泉
為
恭
の

生
涯
』
便
利
堂
、
一
九
五
六
年
、
二
三
八
頁
）。

注
６	

前
掲
注
５
参
照
。

注
７	

長
沢
伴
雄
は
天
保
十
四
年
五
月
頃
よ
り
『
法
然
上
人
絵
伝
』
の
模
写
を
計

画
し
、
自
身
の
日
記
（
台
湾
大
学
図
書
館
長
澤
文
庫
蔵
『
絡
石
の
落
葉
』

06075

）
天
保
十
四
年
五
月
十
日
条
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

	

　

十
日
、
霽
。
け
ふ
智
恩
院
の
寺
中
な
る
通
照
院
と
い
ふ
寺
の
書
院
を
借

て
、
そ
こ
に
転
り
ぬ
。
さ
る
は
こ
の
本
坊
に
秘
蔵（

マ
マ
）る

法
然
上
人
の
画
伝
を

い
か
て
摸
し
と
り
て
ん
の
下
か
ま
へ
な
る
に
（
下
略
）

	

　

冷
泉
為
恭
も
同
年
六
月
よ
り
知
恩
院
所
蔵
の
『
法
然
上
人
絵
伝
（
法
然

上
人
行
状
絵
図
）』
四
十
八
巻
の
模
写
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
「
知
恩
院

日
鑑
」（
天
保
十
五
年
七
月
二
十
五
日
条
、
松
村
政
雄
「
為
恭
落
款
年
譜
」、

三
一
九
頁
、「
国
華
」
八
八
四
号
、
一
九
六
二
年
）
に
み
え
る
。
つ
ま
り

『
年
中
行
事
絵
巻
』
同
様
、
長
沢
伴
雄
と
冷
泉
為
恭
は
同
時
期
に
同
じ
作

品
の
模
写
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
８	

拙
稿
「
近
世
後
期
類
題
和
歌
集
編
纂
の
一
齣
」（「
近
世
文
芸
」
第
九
十
号
、

日
本
近
世
文
学
会
、
二
〇
〇
九
年
）

注
９	
近
世
後
期
の
源
氏
物
語
注
釈
に
お
い
て
、
松
岡
行
義
『
源
語
図
抄
』、
斎

藤
彦
麿
『
源
語
図
集
』
な
ど
図
面
や
絵
画
を
用
い
た
住
宅
考
証
が
進
展
す

る
が
、
こ
れ
に
は
寛
政
の
御
所
造
営
に
関
わ
っ
た
裏
松
固
禅
の
『
大
内
裏
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図
考
証
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
の
指
摘
が
住
宅
史
の
観
点
か
ら
な
さ
れ

て
い
る
（
赤
澤
真
理
「
19
世
紀
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
住
宅
考
証
書
の

成
立
と
展
開
―
『
源
氏
物
語
』
の
考
証
研
究
に
み
る
寝
殿
造
理
解
の
研

究
（
１
）
―
、「
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
」
第
七
十
五
巻
第
六
五

一
号
、
二
〇
一
〇
年
五
月
）。
こ
こ
に
視
覚
的
資
料
と
し
て
の
絵
巻
と
有

職
故
実
研
究
の
親
和
性
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
物
語
解
釈
へ
援
用

し
よ
う
と
す
る
国
学
者
の
姿
が
見
え
る
。

注
10	

『
天
皇
の
美
術
史
５　

朝
廷
権
威
の
復
興
と
京
都
画
壇
』（
五
十
嵐
公
一
・

武
田
庸
二
郎
・
江
口
恒
明
著
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）

注
11	

菊
池
容
斎
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
絵
師
。『
前
賢
故
実
』
の
作
者

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、『
南
紀
徳
川
史
』
第
二
冊
巻
之
十
七
「
舜
恭
公
」

「
故
実
有
職
御
熱
心
之
事
」
に
「（
天
保
九
年
）
十
月
二
十
九
日
菊
池
容
斎

へ
大
極
殿
朝
拝
之
図
申
付
候
様
御
沙
汰
ニ
付
申
遣
ス
」（
五
三
〇
頁
）
と

あ
る
。
ま
た
内
藤
渓
次
郎
に
つ
い
て
は
不
明
。
同
じ
く
前
掲
『
南
紀
徳
川

史
』
第
二
冊
巻
之
十
七
に
「（
天
保
九
年
）
十
二
月
二
十
六
日
、
年
中
行

事
画
之
内
関
白
加
茂
詣
左
近
衛
謝

（
マ
マ
）二

巻
出
来
差
上
ル
。
右
ハ
江
戸
内
藤
渓

次
郎
ヘ
申
遣
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
見
ユ
」（
同
）
と
あ
る
。
浮
田
一
蕙
は
復
古

大
和
絵
師
。
冷
泉
為
恭
よ
り
も
先
に
紀
州
藩
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

天
保
十
一
年
の
長
沢
伴
雄
の
在
京
日
記
『
都
の
日
記
』（
台
湾
大
学
図
書

館
長
澤
文
庫
蔵
、06192

）
五
月
六
日
条
に
「
今
日
よ
り
浮
田
可
為
来
る
。

春
験
記
彩
色
に
取
か
ゝ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
貫
名
海
屋
（
菘
翁
）
は
江
戸

時
代
後
期
の
儒
学
者
・
書
家
・
文
人
画
家
。
幕
末
の
三
筆
と
し
て
名
を
残

す
が
、
前
掲
『
都
の
日
記
』
六
月
二
十
一
日
条
に
出
て
く
る
。
貫
名
海
屋

は
高
野
山
で
手
に
入
れ
た
古
画
を
長
沢
に
見
せ
、「
有
用
の
物
か
い
か
に

お
の
れ
古
画
の
事
疎
け
れ
ば
識
者
に
見
す
べ
し
と
て
、
汝
に
見
せ
ま
い
ゐ

ら
す
な
り
と
い
ひ
て
と
り
出
づ
」
と
あ
る
。
長
沢
の
自
己
顕
示
も
垣
間
見

え
る
が
、
時
と
し
て
長
沢
が
貫
名
海
屋
を
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

注
12	

福
井
久
蔵
『
諸
大
名
の
學
術
と
文
藝
の
研
究
』
下
巻
（
原
書
房
、
一
九
七

六
年
五
月
復
刊
）「
諸
侯
と
国
学
」「
諸
侯
と
芸
術
」。

注
13	

藤
田
覚
『
幕
末
の
天
皇
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
四
年
）、
盛
田

帝
子
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）、
飯
倉
洋
一
・

盛
田
帝
子
編
『
文
化
史
の
な
か
の
光
格
天
皇
―
朝
儀
復
興
を
支
え
た
文

芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）。

注
14	

下
原
美
保
「
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
王
朝
文
化
復
興
と
住
吉
派
興
隆
と

の
関
係
に
つ
い
て
―
後
水
尾
院
と
住
吉
如
慶
を
中
心
に
―
」（「
鹿
児

島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
」
五
十
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
）。

注
15	

久
保
田
啓
一
氏
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
枠
組
み
で
、
幕
末
の
田
安
家
（
田
安

斉
匡
）
を
中
心
と
し
て
福
井
藩
（
松
平
春
嶽
、
斉
匡
六
男
）・
阿
波
徳
島
藩

（
蜂
須
賀
斉
裕
、
斉
匡
甥
）・
柳
河
藩
（
立
花
鑑
寛
、
正
室
斉
匡
女
純
姫
）

な
ど
血
縁
・
縁
戚
を
土
台
と
し
て
、
そ
こ
に
井
上
文
雄
（
田
安
家
侍
医
）

と
い
う
共
通
の
和
歌
の
師
を
据
え
て
形
成
し
て
い
る
（
久
保
田
啓
一
「
幕

末
期
柳
河
藩
の
歌
合
」、「
雅
俗
」
第
三
号
、
一
九
九
六
年
一
月
、
お
よ
び

同
「
幕
末
田
安
文
化
圏
史
構
築
の
試
み
」、
柳
川
資
料
集
成
月
報
二
二
）。

　

本
稿
は
九
州
近
世
文
学
研
究
会
お
よ
び
絵
入
本
学
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
口

頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
中
谷
伸
生
・
日

比
谷
孟
俊
・
盛
田
帝
子
・
門
脇
む
つ
み
・
加
藤
弓
枝
・
小
林
ふ
み
子
・
佐
藤
悟
・

廣
瀬
千
紗
子
各
先
生
方
（
敬
称
略
）
に
は
書
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、本
稿
は「
近
世
後
期
写
本
文
化
の
横
断
的
研
究
―
未
整
理
古
典
籍
・
台
湾

大
学
・
絵
巻
模
写
の
学
術
的
調
査
―
」（
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究（
Ｂ
）、

研
究
代
表
者
亀
井
森
、
課
題
番
号20H

01231

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
か
め
い　

し
ん
・
鹿
児
島
大
学
准
教
授
）




